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平成26年度、平成27年度アクションプラン特定施策レビュー

施策名 次世代社会インフラ用ロボット開発・導入の促進

施策の概要

社会インフラの老朽化、大規模地震や豪雨等の災害に対し、より効果的・効率的な対応に資するロボットのインフラ現
場への導入を図るため、「５つの重点分野」（維持管理：橋梁・トンネル・水中、災害対応：調査・応急復旧）に
対応できるロボット技術を民間企業等から公募し、関係省庁及び産学官の協同体制の下、直轄現場において実際
の作業を想定した現場検証・評価を行い、より実用性の高いロボットの開発・改良を促進し、直轄での先導的な導入
とその普及を図る。

平成
26
年度

計画 重点分野に対するロボット技術の公募、国土交通省の直轄現場等における現場検証・評価
進捗 重点分野に対するロボット技術の公募、国土交通省の直轄現場等における現場検証・評価を実施した

昨年度有識者
からの助言に対
する対応状況

【助言１】 インフラ点検ロボットの実証実験と無人化施工技術を応用した災害対応ロボット技術開発とその実証は、インフラ用ロボットを確
実に社会実装につなげる上で大変重要である。特に発災時には、従来の地理データにはない状況にあり、迅速な被災現場の状況把握
が必要である。映像等による地理空間情報収集に加え、インフラ側に位置・応力等情報を発信するセンサ・IDタグを予めセットしておくなど
の工夫も検討してほしい。

【助言２】 災害を未然に防ぎ災害時に対応するためには、災害前後に活用できるロボットが必要であり、メンテナンス・災害対応（調査）・
災害対応（施工）の3種類のロボットを開発することに意味がある。現場のニーズの十分な掘り起こしと、現場での多様な試験利用が望
まれる。
○平成25年12月25日 国交省・経産省共同事務局の検討会にて「次世代社会インフラ用ロボット開発・導入重点分野」を策定
○産学官の各専門分野の有識者等から成る「次世代社会インフラ用ロボット現場検証委員会」を設置
○重点分野に対応するロボット技術を４月からの公募、10月から現場検証を実施
○課題解決に資する様々な技術を公募すべく、具体の手法を限定せず、幅広に民間や大学等の技術を求めた

平成27年度の計画
(政府予算案を踏まえた計画) 平成２６年度の現場検証結果を踏まえた公募要領の見直し、ロボット技術の公募、現場検証・評価

最終目標（ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ） 有用なロボット技術について直轄での先導的な導入

ＳＩＰ施策との関係 【インフラ維持管理・更新・マネジメント技術】 本施策により直轄現場での現場検証・評価を行うことで、現場ニーズを
フィードバックし、ＳＩＰによる中期的開発による高度なロボット開発を促進

ＡＰ施策との
連携について

・国土交通省：（開発されたロボットについて、社会インフラでの現場検証・評価を実施）
・経済産業省：（現場ニーズに基づくロボットの開発を促進）
・消防庁：（過酷環境下での動作技術等、ロボットに応用可能な技術を共有）

「今後の課題」
に対する対応状況

【課題１】 海外の研究開発事例と本施策による成果を比較検討しながら推進。
→ 公募には海外の技術も取り入れた応募者も参加しており、幅広い技術のもと施策を進めて参りたい。
【課題２】 先端的な基礎研究の成果を積極的に取り入れつつ推進。
→ 大学や企業が開発段階の技術も持ち寄って公募に参加しており、今後も先端的な技術を取り入れて参りたい。
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現状と課題ü 社会インフラの老朽化の進行
ü 地震・火山・風水害等の災害リスクの高まり
ü 人口減少・高齢化、技術者・技能者不足

Ø 現場の生産性の向上
Ø 危険な現場での活動
Ø 苦渋作業の軽減

【建設後５０年以上経過する社会資本の割合】

2013年 2023年 2033年

道路橋
［約４０万橋（橋長２ｍ以上の橋約７０
万のうち建設年度が明らかなもの）］

約１８％ 約４３％ 約６７％

トンネル
［約１万本］

約２０％ 約３４％ 約５０％

港湾岸壁
［約５千施設（水深－４．５ｍ以深）］

約８％ 約３２％ 約５８％

【全国の土砂災害発生件数】

【建設業就業者の推移】

(H25)

（左：年齢階層別、右：投資額との比較）

土砂災害
（H26.8広島市）

香川・徳島県境無名橋
（鋼２径間単純トラス橋）
の落橋（H19年）
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次世代社会インフラ用ロボットの開発・導入の推進
背景



次世代社会インフラ用ロボットの開発・導入の推進

概要

今後増大するインフラ点検を効果的・効率的に行
い、災害現場の調査や応急復旧を迅速かつ的確
に実施する実用性の高いロボットの開発から導入
まで一貫した取り組みを支援

取り組み

・ロボット開発・導入が必要な『５つの重点分野』（維
持管理：トンネル・橋梁・水中、災害対応：調査・応
急復旧）を策定
・民間企業や大学等からロボット技術を公募し、 直
轄現場を活用した検証・評価を実施中
・沿岸構造物においても同様の取り組みを実施

橋梁点検 ﾄﾝﾈﾙ点検

水中点検

ロボット開発支援 【経産省主体】 現場検証・評価、導入
【国交省主体】

応急復旧

災害調査

『５つの重点分野』

ＳＩＰ，ＩｍＰＡＣＴによる研究開発

3現場・フィールド

重点分野

技術開発推進

現場ニーズ

技術シーズ
開発・改良を促進

H.26～27

試行的導入

H.28～

現場検証
（現場適用
性等検証）

公募

本格導入

評価 評価結果を踏まえて



平成２６年度の進捗（現場検証の実施）

• 民間企業や大学等よりロボット技術を公募 (H26.4～5)

• 「次世代社会インフラ用ロボット現場検証委員会」の審議 (H26.6)

• １０１件／６５者 の技術で現場検証を実施 (H26.10～H27.1)

※開発者の重複は考慮していない

分野 応募技術数 応募者数

災害調査 ２７ 件 １９ 者

応急復旧 ９ 件 ６ 者

橋梁維持管理 ３３ 件 １７ 者

トンネル維持管理 １３ 件 ９ 者

水中維持管理 １９ 件 １４ 者

計 １０１ 件 ６５ 者
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新浅川橋（東京都）

浜名大橋（静岡県）

国総研内橋（茨城県）

多摩川（東京都）

赤谷地区（奈良県）

雲仙普賢岳（長崎県）

桜島（鹿児島県）

宮ヶ瀬ダム（神奈川県）

１４カ所の現場・フィールドにおいて検証を実施

施工総研内模擬トンネル
（静岡県）

青山トンネル（神奈川県）

【橋 梁】 【トンネル】 【水 中】 【災 害】
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平成２６年度の進捗（現場検証の実施）



平成２７年度計画
（平成２６年度の検証結果を踏まえた現場検証の実施）

• 平成２６年度の現場検証結果を踏まえた公募
要領の見直し

→ 要求性能の明確化等

• 見直した要領によりロボット技術の公募、現
場検証・評価
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昨年度有識者からの助言の対応状況

【助言１】 インフラ点検ロボットの実証実験と無人化施工技術を応用した災
害対応ロボット技術開発とその実証は、インフラ用ロボットを確実に社会
実装につなげる上で大変重要である。特に発災時には、従来の地理デー
タにはない状況にあり、迅速な被災現場の状況把握が必要である。映像
等による地理空間情報収集に加え、インフラ側に位置・応力等情報を発
信するセンサ・IDタグを予めセットしておくなどの工夫も検討してほしい。
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【助言２】 災害を未然に防ぎ災害時に対応するためには、災害前後に活用
できるロボットが必要であり、メンテナンス・災害対応（調査）・災害対応
（施工）の3種類のロボットを開発することに意味がある。現場のニーズの
十分な掘り起こしと、現場での多様な試験利用が望まれる。

→＿平成25年12月25日に、国交省と経産省等が共同で設置している検討会に
おいて、「次世代社会インフラ用ロボット開発・導入重点分野」を策定いたしま
した。

＿＿この重点分野を踏まえ、より具体のニーズを反映するため、産学官の各専
門分野の有識者等から成る「次世代社会インフラ用ロボット現場検証委員
会」を設置し、４月からの公募、10月からの現場検証を実施しました。

＿＿その中では、課題解決に資する様々な技術を公募すべく、具体の手法を
限定せず、幅広に民間や大学等の技術を求めました。



SIP施策との関係 AP施策との連携
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SIP施策との関係

AP施策との連携

【インフラ維持管理・更新・マネジメント技術】
本施策により直轄現場での現場検証・評価を行うことで、現場ニーズを
フィードバックし、ＳＩＰによる中期的開発による高度なロボット開発を促進

国土交通省 開発されたロボットについて、社会インフラでの現場検
証・評価を実施

経済産業省 現場ニーズに基づくロボットの開発を促進

消防庁 過酷環境下での動作技術等、ロボットに応用可能な技術
を共有



平成２７年度着手に向けた課題
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→ 公募には海外の技術も取り入れた応募者も参加しており、幅広い技術のもと施
策を進めて参りたい。

【課題１】

海外の研究開発事例と本施策による成果を比較検討しながら推進。

【課題２】

先端的な基礎研究の成果を積極的に取り入れつつ推進。

→ 大学や企業が開発段階の技術も持ち寄って公募に参加しており、今後も先端
的な技術を含めて取り組みを進めて参りたい。



現場実証ポータルサイト

http://www.c-robotech.info
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